
資料１０ 

 

平成 24 年度青森県公共事業再評価等審議委員会からの附帯意見に係る対応状況 

 

項目  市町村合併支援道路整備事業（岩崎深浦線／岩崎） 

【附帯意見の内容】 

 当該事業は、今後、事業計画の見直しを進めるとのことから、国道１０１号の整備計画等

との関連を考慮し、現計画を早期に見直した上で、事業再開前に改めて当審議委員会に諮る

こと。 

 

【これまでの対応状況等】 

 国道１０１号の全体整備計画策定に向けた検討に着手するとともに、当該事業を「休止

」とすることの地元調整（合意形成）を図ってきた。 

 

 

 

 

【今後の対応方針等】 

 

１．国道１０１号の全体整備計画の確定に当たっては、地元との合意形成や計画調整等も

視野に入れた見極め検討が必要となり不測の日数を要することから、当該事業の対応方針

を「休止」とする。 

 

２．国道１０１号の全体整備計画を含めた当該事業の変更内容が確定した段階（＝事業再

開の準備が整った段階）で、改めて当審議委員会へ諮ることとする。 
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１.平成２４年度附帯意見について

岩崎深浦線（岩崎工区）に係る附帯意見

当該事業は、今後、事業計画の見直しを進めるとのことから、国道１０１号の整
備計画等との関連を考慮し 現計画を早期に見直した上で 事業再開前に改めて

岩崎深浦線（岩崎工区）に係る附帯意見

備計画等との関連を考慮し、現計画を早期に見直した上で、事業再開前に改めて
当審議委員会に諮ること。

既着工工区（約４００ 区間）の有効活用（暫定供用）案の検討に着手

県における調査・検討内容

・既着工工区（約４００ｍ区間）の有効活用（暫定供用）案の検討に着手

・国道１０１号の全体整備計画の検討及び地元調整（合意形成）に着手
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２． 「既着工工区」活用４案の比較（１／３）

「既着工工区」の有効活用（暫定供用）案の検討とは・・・

「継続」の可能性を検証

既着工工区既着工工区
（L≒400ｍ）

未着手工区

視点１

視点２

玉坂林道（町管理）

検討視点１：現道（県道）へ暫定的に再接続させる案

２

検討視点１：現道（県道） 暫定的に再接続させる案

検討視点２：林道（町管理）へ暫定的に接続させる案



２． 「既着工工区」活用４案の比較（２／３）
既着 区を有効活用する案は以下 案が考えられる 経済性を考慮した特例値を用いたとしても ／Ｃはいずれも１ ０を下回る

第１案（現道へ再接続）
（縦断勾配を構造令規定値7％）

第２案（現道へ再接続）
（縦断勾配を現道最急8 5％以下）

第３案（現道へ再接続）
（縦断勾配を特例値10％以下）

第４案（既設林道へ接続）

・既着工工区を有効活用する案は以下４案が考えられる。経済性を考慮した特例値を用いたとしてもＢ／Ｃはいずれも１．０を下回る。

・最も経済性に優れるのは第４案であるが、利用上、管理上の問題がある（Ｐ３に詳述）。

（縦断勾配を構造令規定値7％） （縦断勾配を現道最急8.5％以下） （縦断勾配を特例値10％以下）
第４案（既設林道 接続）

概要図
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基本線形は当初計画を踏襲し 道路 バイパス計画地点までは当初計画の 縦断勾配を構造令の特例値である 施行済区間から隣接する玉坂林道
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路線概要
基本線形は当初計画を踏襲し、道路
構造令の規定値に適合

バイパス計画地点までは当初計画の
ままとし、それ以降に現道へすりつけ

縦断勾配を構造令の特例値である
10％以下として、計画延長を最短に

施行済区間から隣接する玉坂林道
へ接続して木材搬出路等として活用

延長 716m 528m 408m 82m

線 平面 Rmin＝60m Rmax＝200m Rmin＝35m Rmax＝200m Rmin＝35m Rmax＝200m Rmin＝60m Rmax＝200m
安全性・走行性などサービス水準高い 低い

線
形 縦断 Imax＝7.00％ Imax＝8.34％ Imax＝9.92％ Imax＝7.00％

現道縦断 Imin＝5.8％ Imax＝8.5％ Iave＝7.0％（岩崎深浦線）

土工
量

切土・残土共に 198 000㎥ 切土・残土共に 120 000㎥ 切土・残土共に 73 200㎥ 切土2500㎥ 残土2460㎥

施
工
性

量
切土 残土共に 198,000㎥ 切土 残土共に 120,000㎥ 切土 残土共に 73,200㎥ 切土2,500㎥ 残土2,460㎥

土工
高さ

最大切土21.8m 最大盛土0.1m 最大切土19.8m 最大盛土0.2m 最大切土17.5m 最大盛土0.6m 最大切土21.8m 最大盛土0.1m

交通 施工中は現道利用が可能であり、一 施工中は現道利用が可能であり、一 施工中は現道利用が可能であり、一 施工中は現道利用が可能であり、一交通
対策

施工中は現道利用が可能であり、
般車両への影響も少ない

施工中は現道利用が可能であり、
般車両への影響も少ない

施工中は現道利用が可能であり、
般車両への影響も少ない

施工中は現道利用が可能であり、
般車両への影響も少ない

事
業
費

既出 233百万円（13.00百万円）

追加 1,004百万円（6.50百万円） 651百万円（5.40百万円） 448百万円（3.05百万円） 65百万円（0.04百万円）
高い 低い追加掘削・残土処理量などコスト

費
合計 1,237百万円円 884百万円円 681百万円円 298百万円円

B/C ０．４４ ０．５９ ０．７３ ０．９０

３※事業費の（ ）内はうち用地費



２． 「既着工工区」活用４案の比較（３／３）
【比較案 ポイ ト】【比較案のポイント】

①バイパス計画が抱える不確定要素
・バイパス計画の接続位置が不確定なため、既着工工区の有効活用（暫定供用）案でさえムダになる可能性がある

②走行性・安全性の確保（サービスレベルの比較）
・標準値から特例値までを勘案し４案を作成（走行性、安全性；第１案 ＞ 第２案 ＞ 第３案） ※第４案は基本的に現状と同

③追加掘削量 残土処理③追加掘削量・残土処理
・第１案～第３案を実現するためには追加掘削が必要となり、走行性、安全性が優れる案ほど追加掘削、残土処理量が多くなる
（追加掘削、残土処理量；１案 ＞ ２案 ＞ ３案） ※第４案は基本的に現状と同

⇒バイパス計画が不明確な中、追加経費投入によるサービスレベルをどこまで担保するか（あるいは追加経費投入することの是非）が判断基準
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現道

▲不確定要素を抱えるバイパス計画と各案の計画延長の概念図 ▲走行性、安全性と追加掘削、残土処理量の概念図

※第４案は現状と同



３．最も経済的となる第４案の補足説明
第 案は 施 済区間から隣接する玉坂林道 直接接続し 木材搬出路等とし 有効活用する案・第４案は、施工済区間から隣接する玉坂林道へ直接接続し、木材搬出路等として有効活用する案。

・問題点としては、林道の幾何構造（車両すれ違い困難）、林道の管理レベル、誤進入等の問題などが想定され事実上不可能。

至 岩崎
市街地

林 道 の 状 況

玉坂林道

市街地

追加用地取得面積は約８００m2と比較
案の中で最小面積とはなるが・・・ ④案の中で最小面積とはなるが・・・ ④

【写真④】施工済区間の状況

標準幅Ｗ＝2.0ｍ

車 士 違 難（標準 ）

② ③
玉坂林道の状況

・車両同士のすれ違い困難（標準幅員Ｗ＝2.0ｍ）

・未舗装、排水工未整備
（荒天時における路面状況悪化）

【写真①】

至深浦

・林道管理（町管理）上の問題
（管理レベル調整による町財政への負担増）

①

現 道 の 状 況

施工済区間の標高

至 深浦
市街地

５一般車の誤進入が想定される
至岩崎

至岩崎

高低差20m（MAX値）

【写真②】 【写真③】



４.国道１０１号の整備計画検討図

１．国道１０１号（西海岸部）における
整備計画検討箇所を ブ クに分

整備済・事業中ブロック

整備計画検討箇所を１２ブロックに分
割（整備済・事業中は４ブロック）

２．今後、要検討箇所８ブロックにつ
いて、整備手法（バイパス・部分改いて、整備手法（バイパス 部分改
良・交通安全対策等の事業種別、必
要性を含む）や優先順位等の整備計
画素案を作成画素案を作成

３ 地元（鯵 沢町 深浦町）との合意３．地元（鯵ヶ沢町、深浦町）との合意
形成を図ることにより、最終的な整備
計画を確定する。

６



５.合意形成内容と今後の対応方針（案）

地元（深浦町）との合意形成について

・現在事業中である追良瀬Ⅱ期工区に集中投資すること（早期完成を目指すこと）。

・追良瀬Ⅱ期工区における今後の用地取得対応（共有地問題等）について、深浦町との
協力のもとに進めること（早期完成に向けた協力体制の再確認）

県の対応方針（案）について

・国道１０１号の全体整備計画の確定に当たっては、地元との合意形成や計画調整等も
視野に入れた見極め検討が必要となり不測の日数を要することから、当該事業の対応
方針を「休止 とする方針を「休止」とする。

・国道１０１号の全体整備計画を含めた当該事業の変更内容が確定した段階（＝事業再
開の準備が整った段階）で、改めて当審議委員会へ諮ることとする。

７



資料１０ 

 

平成 24 年度青森県公共事業再評価等審議委員会からの附帯意見に係る対応状況 

 

項目  地方特定道路建設整備事業（増田浅虫線／増田～浅虫） 

【附帯意見の内容】 

当該事業は、今後、事業計画の見直しを進めるとのことから、接続する町道等との関連を

考慮し、現計画を早期に見直した上で、事業再開前に改めて当審議委員会に諮ること。 

 

 

【これまでの対応状況等】 

 現計画である２車線整備を1.5車線的整備へ変更する計画案に基づき、接続道路との計

画調整や交差協議または地元との合意形成を図ってきた。 

 

 

 

 

【今後の対応方針等】 

 

１．現計画である２車線整備から１．５車線的整備へ計画変更することにより事業を「継

続」とする。 

 

２．計画の見直しに必要となった２箇年と今後の用地取得の前段に必要となる諸手続（保

安林解除等）に必要な時間を考慮し、終了予定年度を平成２８年度から平成３２年度へ変

更する。 
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１.平成２４年度附帯意見について

増田浅虫線（増田～浅虫工区）に係る附帯意見

当該事業は、今後、事業計画の見直しを進めるとのことから、接続する町道等
との関連を考慮し、現計画を早期に見直した上で、事業再開前に改めて当審議
委員会に諮ること。

県における調査・検討内容

現道活用（1.5車線的整備）を計画変更の基本方針とし、平内町、青森市との接続
協議、計画調整（合意形成）に着手協議、計画調整（合意形成）に着手

１



２． 計画変更（案）の概要（２車線拡幅→1.5車線的整備）
・接続道路との整合性（計画調整）を図るとともに、通過交通量の現状や経済性に配慮した道路構造令を最低限満足する幾何構造を採用した。

道路延長 Ｌ＝２，１８５ｍ→１，９２１ｍ（△２６４ｍ） 道路幅員 Ｗ＝５．５（７．０）ｍ→４．０（５．０）ｍ

現計画現計画
現道
（増田浅虫線）Ｌ＝2,185m

農道交差部（立体）

現計画 計画変更案

道路規格 第３種第４級（２車線） 第３種第５級（１車線）

設計速度 Ｖ＝４０ｋｍ／ｈ Ｖ＝3０ｋｍ／ｈ道路規格
幅員構成 Ｗ＝７．０ｍ

（0.75＋2.75＋2.75＋0.75）
Ｗ＝５．０ｍ

（0.50＋4.00＋0.50）

縦断勾配 Ｉ max＝６．０％ Ｉ max＝７．５％（現況１９．６％）

最小曲線半径 Ｒmin＝１６０ｍ Ｒmin＝３５ｍ（現況８ｍ）

道路規格
幾何構造
の見直し

計画変更（案）

その他 ３００ｍ毎に待避所設置（1.5車線）

現道
（増田浅虫線）Ｌ＝1,921m

農道交差部（平面）

２



３． 接続道路との関連性
代替ルートの形成

一般農道整備事業（完成後は平内町管理）
平成21年度～
Ｌ＝3,640ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ

平内町
浅虫温泉

Ｗ＝5.5（7.5）ｍ

Ｗ＝5.5（7.5）ｍ

浅虫ダム
至 国道4号
（野辺地町）

Ｗ＝5.5（6.5）ｍ

市道 浅虫ダム線
農道

Ｗ＝5.5（7.5）ｍ

青森市

至 青森市街

青森 価委 会H22青森市再評価委員会
Ｗ＝5.5（6.5）ｍ→4.0（5.0）ｍへ見直し
※２車線拡幅から1.5車線的整備に見直し

３



４．現計画と計画変更（案）との事業費比較
車線拡幅から1 5車線的整備 変更する とにより 百 円（約 削減） ト縮減が可能となる・２車線拡幅から1.5車線的整備へ変更することにより、３００百万円（約３３％削減）のコスト縮減が可能となる。

・コスト縮減要因は、『①平面線形、縦断勾配の見直し』、『②道路幅員の縮小』、『③橋梁計画の見直し』、『用地補償費の減額』に分類
・費用便益比（Ｂ/Ｃ）は０．０３ポイント減少し１．１１となる

項目

現計画
２車線

W=5.5(7.0)m
A

計画変更案
1.5車線

W=4.0(5.0)m
B

増減金額
B－A

コスト縮減内容

A B

計画延長 2,185ｍ 1,921ｍ △264ｍ

道路改良工事
L=2,185m

387百万円 271百万円 △116百万円道路改良工事
→1,921ｍ

387百万円 271百万円 △116百万円

舗装工事
L=2,185m
→1,921ｍ

94百万円 73百万円 △21百万円

橋梁工事 橋長＝24 50ｍ 129百万円 △129百万円

①平面線形、縦断勾配の
見直しによる

工
事
費

橋梁工事 橋長＝24.50ｍ 129百万円 △129百万円

函渠工事 L=5.0ｍ 9百万円 ＋9百万円
②道路幅員の縮小（Ｗ＝
7.0→5.0m）による

用地補償費 90百万円 47百万円 △43百万円

測量試験費 200百万円 200百万円 ±0百万円

③橋梁計画の函渠計画
への見直しによる

合 計 900百万円 600百万円 △300百万円

費用便益比（Ｂ/Ｃ） １．１４ １．１１ △０．０３
※設計速度変更に伴い便益も減少するためＢ/Ｃは減少

４



５.主なコスト縮減施策の紹介（１／３）

・現道活用を基本方針とし、平面線形及び縦断線形を極力合わせた設計に見直した
道路幅員の縮小（Ｗ＝7 0 →5 0 ） 最急縦断勾配の見直し（Ｉ＝6 0％→7 5％）が可能となった

①平面線形、縦断勾配の見直しによるコスト縮減内容

・道路幅員の縮小（Ｗ＝7.0ｍ→5.0ｍ）、最急縦断勾配の見直し（Ｉ＝6.0％→7.5％）が可能となった。

全体土工量（特に岩掘削量）が削減し『道路改良工事費①』が約１０７百万円削減・全体土工量（特に岩掘削量）が削減し『道路改良工事費①』が約１０７百万円削減
土工 １７２百万円 ⇒ １０２百万円 （△７０百万円）
法面工 ５６百万円 ⇒ ３０百万円 （△２６百万円）
排水工 １２０百万円 ⇒ １１５百万円 （△５百万円）
擁壁工 ６百万円 ⇒ ０百万円 （△６百万円）

7.00

5.00

平面線形、縦断勾配の見直しで
量が大きく削減

計画変更案
切土量

現計画
切土量

土工量が大きく削減

▲土工量削減イメージ（切土を例に）

５



５.主なコスト縮減施策の紹介（２／３）

・接続道路との整合性（計画調整）を図るとともに、通過交通量の現状や経済性に配慮した道路構造令を最低限満足する幾何構造を採用した。

②道路幅員の縮小（Ｗ＝7.0→5.0m）による

・改良、舗装面積が減少することで『道路改良工事費②』が約９百万円削減（①＋②＝１１６百万円）、『舗装工事費』が約２１百万円削減
【道路改良工事費②】
地盤改良工 ９百万円 ⇒ ６百万円 （ △３百万円）地盤改良工 ９百万円 ⇒ ６百万円 （ △３百万円）
路盤工 ２４百万円 ⇒ １８百万円 （ △６百万円）

【舗装工事費】
排水工 ４百万円 ⇒ １百万円 （ △３百万円）
舗装工 ５９百万円 ⇒ ４２百万円 （△１７百万円）
安全施設工 ２３百万円 ⇒ ２２百万円 （ △１百万円）安全施設工 ２３百万円 ⇒ ２２百万円 （ △１百万円）

1
0

500 4000 500

5000

10001000

7.00

【現計画幅員】

1:
1.

2.00% 2.00%

US3-B 400A

10.0%

1:1.0

US3-B 400A

10.0%

5.00

【計画変更案幅員】
5 再生密粒度アスコン(13F)表 層 工： t= 3cm

硬質ポリエチレンパイプφ200mm
有孔管

硬質ポリエチレンパイプφ200mm
有孔管

幅員縮小分の

【計画変更案幅員】 2 再生密粒度アスコン(13)

粒調砕石(M-40)

再生砕石(RC-40)

セメント系固化材

表 層 工：

上層路盤工：

下層路盤工：

安定処理工：

t= 4cm

t=12cm

t=40cm

t=38cm

▲計画変更案

▲改良・舗装面積削減イメージ

道路改良工事費、
舗装工事費が削減

６



５.主なコスト縮減施策の紹介（３／３）

③橋梁計画の函渠計画への見直しによる

橋梁計画の見直しにより約１２０百万円の縮減が可能となった（『橋梁工事費』１２９百万円→『函渠工事費』９百万円）

【現計画（イメージ）】 橋梁

①農道交差部において、現計画では立体交差形式（橋梁形式）であったが、
縦断勾配の見直しにより平面交差形式が可能となった。

②同様に、浅虫川交差部においては、橋梁形式から函渠計画への見直しが
可能となった。

【現計画】橋梁計画

【計画変更案（イメージ）】 函渠

【計画変更案】

函渠計画
平面交差立体交差 平面交差

▲橋梁計画・函渠計画のイメージ写真 ▲現計画と計画変更案との比較（縦断計画イメージ）
７

浅虫川交差部農道交差部



６.合意形成内容と今後の対応方針（案）

地元（青森市、平内町）との合意形成について

・２車線拡幅から1.5車線的整備へ計画変更となる点

・接続道路の現状確認と計画調整について（交差協議済）

・橋梁→函渠へ計画変更となった河川横断部の河川協議済（青森市）

県の対応方針（案）について

・２車線拡幅計画から1.5車線的整備へ計画変更することにより事業を継続

・平成２６年度～平成２７年度
用地測量及び民有保安林（取得面積の約６割を占める）の解除申請手続きに着手

・平成２８年度～
用地買収及び工事着手を目指す（交付金事業への格上げ予定）

・計画の見直しに必要となった２箇年（平成２４年度～２５年度）と今後の用地取得
の前段に必要となる諸手続（保安林解除等）に必要な時間を考慮し、終了予定年度
を平成２８年度から平成３２年度へ変更

８


